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第
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案
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忠

農
業
委
員
会
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長
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経総収市
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範
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る
条
例
の
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例
の
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て

損
害
賠
償
の
額
の
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定
及
び
和
解

K
つ
い

て損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解

K
つ
い

て館
山
市
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

館
山
市
ね
た
き
り
老
人
医
療
費
支
給
条
例

の
制
定

K
つ
い
て

館
山
市
身
体
障
害
者
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事

業

K
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

K
つ
い
て

老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

K
関
す
る
条
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開
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例
の
制
定
K
つ

い
て

号

館
山
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

昭
和
五
十
七
年
度
館
山
市
一
般
会
計
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正

予
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予
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昭
和
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十
七
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館
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水
道
事
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別
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計
補
正
予
算
〈
第
二
号
〉

昭
和
五
十
七
年
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館
山
市
国
民
宿
舎
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
一
号
〉

昭
和
五
十
七
年
度
館
山
市
老
人
保
健
特
別

会
計
予
算

会

午
前
十
時
三
分
開
会

O
議
長
(
林
豊
君
)
本
自
の
出
席
議
員
数
二
十
三
名
、

ζ

れ
よ
h
y
昭
和
五

十
七
年
第
四
回
市
議
会
定
例
会
を
開
会
し
、
直
ち

K
本
日
の
会
議
を
開
き
ま

す。

議

長

の

報

告

O
議
長
(
林
豊
君
)
本
定
例
会
議
案
審
議
の
た
め
、
地
方
自
治
法
第
百
二

十
一
条
の
規
定
K
よ
る
出
席
要
求

K
対
し
、

hv
手
元
K
配
付
の
と
hv
・
9
出
席

報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
御
了
承
願
い
ま
す
。

な
-P
、
布
長
か
ら
地
方
自
治
法
第
百
八
十
条
の
規
定
K
よ
る
専
決
処
分
及

事ふ

び
監
査
委
員
か
ら
九
月
乃
至
十
一
月
実
施
の
監
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
て
b

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

b
手
元
K
配
付
の
印
刷
書

K
よ
り
御
了
承
願
い
ま
す
。

議

案

配

付

の
た
だ
い
ま
市
長
か
ら
議
案
遊
び

K
説
明
書
の
送
付
が

O
議

長

(

林

豊

君

)

あ
り
ま
し
た
。

議
案
並
び

K
説
明
書
を
配
付
い
た
さ
せ
ま
す
。

配
付
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
|
1
1
配
付
漏
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

本
日
の
議
事
は
b
手
元
K
配
付
の
日
程
表

K
よ
り
行
い
ま
す
。

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

O
議
長
(
林
義
君
)
日
程
第
一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い
ま
す
。

一
番
議
員
神
田
守
隆
君
、
二
九
番
議
員
安
西
益
男
君
、
以
上
両
君
を
指
名

い
た
し
ま
す
。

-6ー

会

期

決

定

の

O
議
長
(
林
義
君
)
日
程
第
二
、
会
期
の
決
定
を
行
い
ま
す
。

本
定
例
会
の
会
期

K
っ
き
議
会
運
営
協
議
会
の
意
見
は
、
本
十
二
月
十
一

日
か
ら
十
二
月
十
八
日
ま
で
の
八
日
間
と
い
う
と
と
で
あ
り
ま
す
。

b
諮
h
y
い
え
し
ま
す
。
会
期
を
八
日
間
と
定
め
ま
す
と
と

K
御
異
議
あ
り

ま
せ
ん
か
。
(
「
異
議
乏
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
(
林
豊
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
ょ
ョ
て
会
期
は
十
二
月

十
一
日
か
ら
十
ニ
月
十
八
日
ま
で
の
八
日
間
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

会

議

日

程

の

決

定
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O
議
長
(
林
豊
君
)
日
程
第
三
、
会
議
日
程
の
決
定
を
行
い
ま
す
。

h
u

諮
り
い
た
し
ま
す
。

h
v

手
元

K
配
付
い
た
し
ま
し
た
会
議
日
程
表
は
、

本
定
例
会
の
大
体
の
日
取
り
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
議
会
運
営
協
議
会
の
意

見
K
よ
り
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
本
定
例
会
を
h
g
h
v

む
ね
と
の
会
議
日
程
表

に
よ
り
違
び
ま
す
と
と
も

K
、
と
の
問
議
案
の
追
加
、
ま
た
は
議
事
の
都
合

等
K
よ
り
ま
し
て
、
そ
の
都
度
と
れ
を
改
め
る
と
と

K
し
て
、
大
体
こ
の
よ

う
K
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
れ

K
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
b
J
)

O
議
長
〈
林
豊
君
〉
御
異
議
左
し
と
認
め
ま
す
。
ょ
ョ
て
会
議
日
程
は
決

定
い
え
し
ま
し
た
。

市

長

の

あ

い

さ

つ

O
議
長
(
林
豊
君
)
と
の
際
、
申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
い
ま
市
長
か
ら
市
長
就
任
K
つ
き
あ
い
さ
つ
を
い
た
し
た
い
と
の
申

し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
暫
時
と
れ
を
許
し
ま
す
。

(
市
長
半
淳
良
一
一
若
登
壇
〉

O
市
長
(
半
海
良
一
君
)
一
言
ど
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

御
承
知
の
ど
と
く
、
去
る
十
一
月
二
十
一
日
執
行
の
市
長
選
挙

K
際
し
ま

し
て
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
市
民
各
位
の
御
支
援
に
よ
h
y

ま
し
て
、
無
投
票

当
選
と
い
う
身

K
余
る
信
託
を
い
た
だ
き
、
ま
と
と

K
あ
タ
が
と
う
ど
ざ
い

ま
し
た
。

今
日
、
国
を
挙
げ
て
の
行
政
改
革
、
財
政
再
建
と
い
う
き
わ
め
て
厳
し
い

状
況
の
も
と
に
、
三
た
び
館
山
市
政
を
担
当
す
る
と
と
の
責
務
の
重
大
さ
を

改
め
て
痛
感
い
た
し
て
b
り
ま
す
。

就
任
以
来
、
私
た
ち
が
館
山
市
民
と
し
て
生
ま
れ
、
育
ち
、
学
び
、
生
活

._--

を
し
て
い
く
喜
び
と
誇
り
を
感
じ
得
る
よ
う
左
香
h
y
高
い
文
化
福
祉
都
市
の

実
現
を
理
想

K
、
環
境
の
整
備
、
教
育
C
拡
充
、
福
祉
の
充
実
、
産
業
の
振

興
及
び
観
光
開
発
を
主
限
と
し
て
進
め
て
ま
い

b
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
過
去
八
年
問
。
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
心
を
新
た

K
い

た
し
ま
し
て
、

ζ

の
理
想
実
現
に
向
か
ョ
て
全
力
を
傾
注
す
る
決
意
で
ど
ざ

い
ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
り
一
層
議
員
各
位
の
御
協
力
、
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

切
に
b
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ど
あ
い
さ
つ

K
か
え
る
次
第
で
ど
ざ
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ど
ざ
い
ま
し
た
。
(
拍
手
)

O
議
長
(
林
豊
君
)
以
上
で
市
長
の
あ
い
さ
つ
を
終
わ
り
ま
す
。

議

案

上

程

の

O
議
長
(
林
豊
君
)
日
程
第
六
、
議
案
第
四
十
九
号
乃
至
議
案
第
六
十
一

号
の
各
議
案
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、
と
れ
よ
り
各
議
案
の
提
案
理
由
の
説

明
を
求
め
ま
す
。
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提

案

理

由

の

説

明

(
市
長
半
海
良
一
一
若
登
壇
)

O
市
長
〈
半
淳
良
一
君
)
本
目
、
と
と

K
第
四
田
市
議
会
定
例
会
を
招
集
い

え
し
ま
し
た
と
と
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
方
K
-や
か
れ
・
ま
し
て
は
、
年
末
御
多

忙
の
折
に
も
か
か
わ
ら
ず
御
出
席
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ど
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
提
案
い
た
し
ま
し
た
案
件
は
、
条
例
議
案
六
件
、
一
般
議
案

二
件
、
補
正
予
算
四
件
並
び
に
新
た
に
設
け
ま
す
特
別
会
計
予
算
一
件
で
あ

り
ま
す
。

以
下
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
獅
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。



ま
ず
、
議
案
第
四
十
九
号
館
山
市
職
員
等
の
旅
費
K
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
去
る
十
一
月
十
五
日

の
国
鉄
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
K
伴
い
、
従
来
、
職
員
等
が
出
張
な
ど
の
際
利
用

し
て
い
ま
し
た
千
葉
県
内
の
普
通
急
行
列
車
が
運
行
廃
止
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

急
行
料
金
の
支
給
方
法
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
改

正
内
容
は
、
特
別
急
行
列
車
を
運
行
す
る
線
路

K
よ
る
旅
行
の
場
合
、
千
葉

県
内

K
あ
ョ
て
は
、
片
道
八
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
で
往
路
の
み
と

し
て
い
た
も
の
を
、
往
復
の
料
金
を
支
給
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
K
、
議
案
第
五
十
号
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
K
つ
い
て
並
び

K
議
案
第
五
十
一
号
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解

K
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
二
十
日
、
館
山
市
加
賀
名
百
五
十
一
番
地
地

先
道
路
上

K
な
き
ま
し
て
、
公
務
中
の
市
有
自
動
車
の
衝
突
w
れ
よ
り
損
害
を

与
え
た
事
故
K
係
る
損
害
賠
償
K
つ
い
て
協
議
が
整
い
ま
し
た
の
で
、
と
れ

が
額
の
決
定
及
び
和
解

K
つ
き
ま
し
て
議
会
の
議
決
を
求
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

次
K
、
議
案
第
五
十
二
号
館
山
市
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

K
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
公
民
館
西
岬
分
館
の
位
置
の
変
更
を
b

願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、
公
民
館
西
岬
分
館
は
西
岬
小
学
校
内

K
あ
り
ま
す
が
、
と
れ
を
旧
東
小
学
校
跡
K
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す。
次

K
、
議
案
第
五
十
三
号
館
山
市
ね
た
き
り
老
人
医
療
費
支
給
条
例
の
制

定
K
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
本
市

K
か
き
ま
し
て
の
老
人
医
療
費
支
給
制

度
は
老
人
福
祉
法
の
規
定
K
よ
り
ま
す
と
と
ろ
の
老
人
医
療
費
の
支
給
対
象

以
外
の
ね
た
き
り
老
人
等
を
救
済
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回

ζ

の
老
人
福
祉
法
の
関
係
規
定
が
老
人
保
健
法
の
制
定

K
伴
い
廃
止
さ
れ
る

と
と

K
な
り
ま
し
た
の
で
、
館
山
市
老
人
医
療
費
支
給
条
例
を
廃
止
す
る
と

と
も
に
本
条
例
を
制
定
し
、
六
十
歳
以
上
の
ね
た
き
り
老
人
の
医
療
費
の
本

人
一
部
負
担
分
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
議
案
第
五
十
四
号
館
山
市
身
体
障
害
者
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
K

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

と
の
事
業
は
、
重
度
の
身
体
障
害
の
た
め
日
常
生
活
を
営
む
の

K
著
し
く
支

障
が
あ
る
身
体
障
害
者
の
属
す
る
低
所
得
の
家
庭

K
限
ョ
て
家
庭
奉
仕
員
を

派
遣
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
在
宅
福
祉
の
重
要
性
の
観
点
か
ら
、
今
回
、

国
の
要
綱
が
改
正
さ
れ
ま
し
で
、
派
遣
対
象
が
拡
大
さ
れ
、
所
得
税
課
税
世

帯
K
つ
い
て
も
有
料
で
家
庭
奉
仕
員
を
派
遣
し
、
臨
時
的
介
護
需
要

K
も
対

処
で
き
る
ζ

と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
本
市
k
h
v
き
ま
し
で
も
同
様
K
改

正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
K
、
議
案
第
五
十
五
号
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
K
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
と
れ
は
議
案
第

五
十
四
号
で
な
願
い
い
え
し
ま
し
た
館
山
市
身
体
障
害
者
家
庭
奉
仕
員
派
遣

事
業
K
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
の
内
容
と
同
様
K
派
遣
対
象
を
拡
大
い
た

し
ま
し
て
、
所
得
税
課
税
世
帯
K
も
有
料

K
よ
り
家
庭
奉
仕
員
を
派
遣
し
、

臨
時
的
介
護
需
要

K
も
対
処
で
き
る
よ
う
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。次
K
、
議
案
第
五
十
六
号
館
山
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
五
十
八
年
二
月
一
日
か
ら

老
人
保
健
法
が
施
行
さ
れ
る
乙
と

K
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
法
も
改
正
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
と
れ
ら

K
基
づ
き
ま
し
て
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

主
な
改
正
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
改
正
前
の
館
山
市
国
民
健
康
保
険

ぞ£

川
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キ

条
例
の
対
象
で
あ
h
y
ま
し
た
老
人
に
つ
い
て
は
、
今
後
老
人
保
健
法

K
基
づ

き
医
療
の
給
付
が
行
わ
れ
る
と
と

K
変
更

K
な
2

た
も
の
で
あ

b
ま
す
。

次
に
、
議
案
第
五
十
七
号
昭
和
五
十
七
年
度
舘
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算

(
第
三
号
)
で
あ
り
ま
す
が
、
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
と
い
た
し
ま
し
て
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
千
六
百
九
十
五
万
二
千
円
を
追
加
し
、
総
額
九
十
七

億
六
千
二
百
四
十
万
四
千
円
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

歳
出
の
う
ち
主
左
も
の
と
し
ま
し
て
、
総
務
費
で
は
、
と
の
た
び
館
山
市

町
内
会
連
合
協
議
会
が
発
足
し
た
と
と

K
伴
い
、
同
協
議
会
へ
の
補
助
金
五

百
万
円
、
来
年
四
月
に
執
行
が
予
定
さ
れ
る
千
葉
県
議
会
議
員
選
挙
の
準
備

事
務
K
要
ず
る
経
費
二
百
一
万
七
千
円
の
追
加
。

民
生
費
で
は
、
老
人
保
健
法
の
制
定

K
よ
る
老
人
保
健
特
別
会
計
の
設
置

K
伴
う
市
負
担
額
相
当
分
と
し
て
の
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金
と
し
て
七

百
七
十
三
万
円
、
と
れ
は
従
来
の
老
人
医
療
給
付
制
度
が
老
人
保
健
法

K
基

づ
く
事
業
の
一
環
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
と
と
に
な
2

え
と
と
に
よ
る
繰
出

金
で
あ

b
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
衛
生
セ
ン
タ
ー

κ隣
接
し
て
建
設
を
予
定
す
る
清
掃
セ
ン

タ
ー
余
熱
利
用
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
設
計
委
託
料
百
五
万
円
、

私
立
保
育
所
へ
の
児
童
措
置
委
託
料
五
百
六
十
三
万
四
千
円
の
追
加
。

衛
生
費
で
は
、
正
木
処
理
場
。
臨
時
職
員
賃
金
百
十
三
万
九
千
円
、
藤
原

処
理
場
の
残
溜
汚
泥
処
理
に
要
す
る
電
気
使
用
料
百
四
十
万
円
の
追
加
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
農
業
費
k
b
き
ま
し
て
水
田
裏
作
飼
料
作
物
高
位

生
産
対
策
事
業
委
託
料
と
し
て
百
六
十
二
万
円
、
水
産
業
費
k
b
き
ま
し
て

は
、
漁
港
建
設
事
業
関
係
で
波
左
間
漁
港
局
部
改
良
工
事

K
係
る
入
札
に
よ

る
百
十
万
円
の
滅
、
栄
の
浦
漁
港
局
部
改
良
工
事

K
係
る
事
業
費
が
本
年
度

の
公
共
事
業
と
し
て
追
加
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
追
加
工
事
費
と
し
て

JI-; 

~ 

千
七
百
八
十
万
円
の
追
加
。

商
工
費
で
は
、
平
砂
浦
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
の
用
地
購
入
費
と

し
て
千
二
百
六
十
五
万
四
千
円
の
追
加
。

土
木
費
で
は
、
都
市
計
画
街
路
整
備
事
業
k
b
き
ま
し
て
八
幡
高
井
線
K

係
る
用
地
購
入
費
二
千
六
百
二
十
二
万
三
千
円
の
追
加
、
補
償
金
で
二
千
万

円
の
減
額
、
と
れ
は
当
初
建
物
付
土
地
の
購
入
を
予
定
い
た
し
ま
し
た
が
、

本
年
度
は
購
入
す
る
と
と
が
で
き
左
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
昭
和
五
十
四
年

度
K
千
葉
県
土
地
開
発
公
社
で
買
収
済
み
で
あ

b
ま
し
た
土
地
の
買
い
戻
し

を
す
る
と
と

K
変
更
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

都
市
計
画
公
園
整
備
事
業
で
、
高
ノ
島
公
園
整
備
工
事
費
と
し
て
六
百
十

万
円
の
追
加
、
館
山
運
動
公
園
整
備
事
業
で
県
営
事
業
の
国
庫
補
助
事
業
費

が
減
少
し
た
と
と

K
よ
る
負
担
金
二
千
六
百
万
円
の
減
額
。

教
育
費
で
は
、
国
鉄
路
線
バ
ス
の
運
行
に
備
え
、
西
岬
地
区
通
学
用
道
路

待
避
所
整
備
工
事
費
百
万
円
、
同
用
地
購
入
費
で
百
五
十
九
万
七
千
円
、
今

年
度
中
K
不
足
が
予
定
さ
れ
る
小
中
学
校
の
光
熱
水
費
六
百
四
十
八
万
千
円
、

建
物
等
修
繕
料
四
百
四
十
九
万
八
千
円
、
那
古
小
消
火
栓
改
修
及
び
館
野
小

校
内
通
路
鎗
装
工
事
と
し
て
百
八
十
万
円
、
市
内
北
条
の
佐
伯
陳
哉
氏
よ
り

の
寄
附
金

K
よ
る
第
三
中
学
校
の
備
品
購
入
費
五
十
万
円
の
追
加
、
館
山
幼

稚
園
用
地
造
成
工
事
費
で
工
法
の
変
更
及
び
入
札
残
に
よ
る
千
五
百
三
十
七

万
七
千
円
の
滅
額
、
来
年
度
防
衛
庁
補
助
を
得
て
建
設
予
定
の
豊
津
地
区
学

習
等
供
用
施
設

K
つ
き
ま
し
て
設
計
及
び
地
質
調
査
委
託
料
と
し
て
三
百
三

十
万
三
千
円
、
東
市
民
運
動
場
体
育
館
雨
漏
補
修
工
事
費
等
で
二
百
十
四
万

三
千
円
の
追
加
。

災
害
復
旧
費
で
は
、
下
原
漁
港
災
害
復
旧
工
事
費
で
二
百
四
十
五
万
九
千

円
の
減
額
、
ま
た
本
年
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
間
k
b
き
を
し
て
の
台
風
等

-9-



K
よ
h
y
被
害
を
受
け
た
道
路
及
び
河
川
の
災
害
復
旧
工
事
費
三
千
三
百
四
十

万
円
等
の
追
加
を
b
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
歳
出
の
主
一
な
も
の

K
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
と
れ

ら
の
財
源
と
し
ま
し
て
園
、
県
支
出
金
等
の
特
定
財
源
で
四
千
八
百
八
十
九

万
四
千
円
、
そ
の
他
を
繰
越
金
等
の
一
般
財
源
を
も
ヨ
て
充
当
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
か
、
と
の
ほ
か
地
方
債
の
補
正
を
念
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
V

件
、
議
案
第
五
十
八
号
昭
和
五
十
七
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
(
第
一
号
)
で
あ
り
ま
す
が
、
老
人
保
健
法
の
制
定
並
び

K

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正

K
伴
い
、
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
る
被

保
険
者

K
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
八
年
二
月
一
白
か
ら
老
人
保
健
制
度

K
よ

り
医
療
の
給
付
が
行
わ
れ
る
と
と
と
な
り
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
療
養
給
付

が
行
わ
れ
左
い
と
と

K
走
り
ま
す
の
で
、
療
養
給
付
費
を
減
額
し
、
新
た

K

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
へ
の
老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金
等

K
つ
い
て

補
正
を
b
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次

K
、
議
案
第
五
十
九
号
昭
和
五
十
七
年
度
館
山
市
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
(
第
二
号
)
で
あ
り
ま
す
が
、
収
益
的
収
入
の
予
定
額
を
四
百
五

十
四
万
円
追
加
し
、
総
額
六
億
二
百
十
九
万
九
千
円

K
、
収
益
的
支
出
の
予

定
額
を
千
四
百
五
万
千
円
追
加
し
、
総
額
五
億
五
千
四
百
二
十
三
万
四
千
円

K
、
資
本
的
収
入
の
予
定
額
を
七
百
三
十
二
万
円
追
加
し
、
総
額
一
億
千
六

百
七
十
四
万
六
千
円

K
、
資
本
的
支
出
の
予
定
額
を
三
千
四
百
八
万
二
千
円

減
額
し
、
総
額
一
億
四
千
四
百
七
十
九
万
円

K
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。収
益
的
収
入
の
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
早
物
地
区
で
の
電
話
ク

l
プ

ル
埋
設

K
伴
う
水
道
管
管
種
変
更
、
切
廻
工
事
負
担
金
及
び
下
町
吉
田
生
花

庖
前
水
道
管
布
設
工
事
を
一
一
房
州
瓦
斯
株
式
会
社
の
ガ
ス
管
布
設
工
事
と
同
時

施
工
し
た
た
め
の
道
路
本
復
旧
費
半
額
分
の
負
担
金
と
預
金
利
子
で
あ
り
ま

す。
ま
た
、
収
益
的
支
出
の
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
見
物
浄
水
場
場

内
法
面
保
護
及
び
排
水
管
布
設
工
事
に
伴
う
修
繕
費
、
公
営
企
業
金
融
公
庫

貸
付
金
の
繰
上
償
還
変
更
及
び
償
還
方
法
変
更

K
伴
う
企
業
債
利
息
の
不
足

が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
と
れ
ら
を
追
加
、
水
道
用
ダ
ム
基
本
計
画
作
成
業
費

水
道
施
設
実
態
調
査
業
務
委
託
料

K
つ
き
ま
し
て
も
新
た

K
追
加
す
る
と
と

も
K
、
動
力
費
、
薬
品
費
、
燃
料
費
、
配
水
施
設
修
繕
費
、
量
水
器
取
馨
貴

一
時
借
入
金
利
息

K
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
予
定
額
を
減
額
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ

b
ま
す
。

を
た
、
資
本
的
収
入

K
つ
き
ま
し
て
は
、
新
規
水
道
加
入
者
の
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
の
で
加
入
者
分
担
金
を
追
加
す
る
と
と
も

K
、
資
本
的
支
出

K

つ
き
ま
し
て
は
、
作
名
ダ
ム
隣
接
地
の
山
林
を
買
収
す
る
予
定
で
立
木
補
償

費
を
予
算
化
い
た
し
ま
し
た
が
、
地
主
側
の
事
情
wれ
よ
り
山
林
の
買
収
が
で

き
左
〈
左
り
ま
し
た
の
で
補
償
費
を
滅
額
し
、
企
業
債
償
還
金

K
つ
き
ま
し

て
は
、
公
営
企
業
金
融
公
庫
貸
付
金
の
繰
上
償
還
変
更
及
び
償
還
方
法
変
更

K
伴
う
減
額
を
b
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
W
件
、
議
案
第
六
十
号
昭
和
五
十
七
年
度
館
山
市
国
民
宿
舎
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
(
第
一
号
〉
で
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
二
十
日

発
生
い
た
し
ま
し
た
交
通
事
故

K
係
る
損
害
賠
償
金
と
し
て
四
百
十
二
万
七

千
円
の
追
加
を
必
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
hv
、
賠
償
金
額
四
百
十
二
万
七
千
円

K
つ
き
ま
し
て
は
、
全
額
保
険
金

で
て
ん
補
さ
れ
る
と
と

K
走
り
ま
す
。

次

K
、
議
案
第
六
十
一
号
昭
和
五
十
七
年
度
館
山
市
老
人
保
健
特
別
会
計
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予
算
で
あ
り
ま
す
が
、
従
来
、
国
民
健
康
保
険
等
の
被
保
険
者
の
う
ち
一
定

資
格
要
件
を
有
す
る
老
人
に
対
し
て
は
、
老
人
医
療
制
度
と
し
て
一
般
会
計

よ
り
給
付
し
て
ま
い

b
ま
し
た
が
、
老
人
保
健
法
の
施
行

K
伴
い
、
独
立
し

た
会
計
と
し
て
老
人
保
健
特
別
会
計
の
創
設
を
b
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す。
な
-
診
、
議
案
第
五
十
八
号
の
補
正
及
び
議
案
第
六
十
一
号
の
内
容
と
い
た

し
告
示
し
て
は
、
昭
和
五
十
八
年
二
月
診
療
A
H
K
係
る
拠
出
金
医
療
費
K
つ
い

て
過
去
の
実
績
を
勘
案
い
た
し
ま
し
て
そ
れ
ぞ
れ
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
本
定
例
市
議
会
k
b
い
て
上
程
い
た
し
・
ま
し
た
各
案
件
K
つ
き
ま

し
て
の
提
案
理
由
の
説
明
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
何
と
ぞ
慎
重
な
る
御
審

議
を
賜
り
ま
す
よ
う
な
願
い
申
し
上
げ
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
h
y
ま
す
。

O
議
長
(
林
豊
震
)
以
上
で
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。

延

会

午
前
十
時
二
十
五
分
延
会

O
議
長
〈
林
豊
君
)

h

v

諮
り
い
た
し
ま
す
。

本
日
の
会
議
は
と
れ

K
て
延
会
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
れ

K
御
異

議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
(
林
豊
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
ょ
ョ
て
本
日
は
と
れ

K

て
延
会
す
る
ζ

と
に
決
し
ま
し
た
。

な
会
、
明
十
二
月
十
二
日
は
議
案
調
査
の
た
め
休
会
、
次
会
は
十
二
月
十

三
日
午
前
十
時
開
会
と
し
、
そ
の
議
事
は
通
告
K
よ
る
行
政
一
般
質
問
を
行

い
ま
す
。

と
の
際
申
し
上
げ
ま
す
。
各
議
案
の
質
疑
通
告
の
締
め
切
り
は
十
二
月
十

三
日
正
午
ま
で
で
あ
・
り
ま
す
の
で
申
し
添
え
ま
す
。

O
本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

一
、
会
期
の
決
定

一
、
会
議
日
程
の
決
定

一
、
議
案
第
四
十
九
号
乃
至
議
案
第
六
十
一
号
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